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早稲田大学（WBS）

１．早稲田大学MOTプログラムの位置づけ

早稲田大学 在学生総数 ５６,０００人

大学院アジア太平洋研究科 760人

国際関係学専攻
270人

国際経営学専攻 300人
MBA/MOT

文科省認可の経営専門職大学院
（MOT専門職大学院とは異なる！）

Pｈ.D
190人

注：2005年度現在
在学生概数

注記：上記の国際経営学専攻が文科省認可の早稲田大学経営専門職大学院
であり、かつ通称、早稲田大学ビジネススクール（WBS)である。

（4３%が外国人,４３カ国・地域）
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早稲田大学（WBS）

２．早稲田MOT：他校MOTとの違い

早稲田MOT 他校MOT

MOTプログラム
（一学年定員50人）

国際経営学専攻
（経営専門職大学院）

MOT修士号：MBA経営学修士に相当
（MBA in Technology Management)

工学系大学院

MOT
専門職大学院

MOT修士号：MS工学修士に相当

文部科学省認可の
専門職大学院

WBS

東京ＭＯＴ6大学連合
本資料の著作権は東京6大学連合に帰属します。
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早稲田大学（WBS）

３．早稲田大学の経営専門職大学院、通称
早稲田大学ビジネススクールの５つの特徴

（１）早稲田大学ビジネススクール（WBS）の3本柱は：
「MOT」「経営戦略」「ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾇｰﾙｼｯﾌﾟ（起業経営）」

（２）社会人プロフェッショナル育成のための教育体系

（教員の過半数はプロフェッショナル実務経験者）

（３）国際的大学院：日本語・英語いずれでも選択可能

（４）産学連携を重視した研究・教育と実践

（文科省21世紀COEプログラム、早稲田大学先端科学・
健康医療融合研究機構ASMeWとの連携）

（５）アジア太平洋地域を基盤に活躍するMOT/MBAグローバル人材育成
（中国清華大学経済管理学院工商管理碩士項目と研究教育提携、

シンガポール・ナンヤン工科大学と共同でMOT/MBA
ダブルディグリー・プログラム2006年7月開校）
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早稲田大学（WBS）

①早稲田ＭＯＴのカリキュラムへの課題、期待

１．国際標準への適合
現在修了単位：５０単位 → ６０単位
GPA(Grade Point Average)による修了要件の厳格化（導入済み）

２． 文科省21世紀COEプログラム、早稲田大学先端科学・健康医療
融合研究機構ASMeWとの連携（2005年9月より実施）
(1)連携講座の実施
(2)ポスドク及び現役教員の履修

３．昼夜間開講制の導入（2006年度より実施）
(1)金曜日・土曜日終日（９：００ー１９：３０）
(2)平日夜１時限＋土曜日終日（９：００ー１９：３０）

４．eーＬｅａｒｎｉｎｇの活用（2005年度より実験的導入）
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早稲田大学（WBS）

②講義方法と実践的能力の育成
ー早稲田MOT学生（２００３年度入学）の修士論文テーマー

単位：％　母数６７人
注記：ＭＢＡ専攻学生でＭＯＴ研究希望学生を含む

ベンチャー経営・
技術経営
２３．９％

事業戦略・
マーケティング戦略
２０．９％

技術戦略・
Ｒ＆Ｄマネジメント
１０．４％

公共技術経営・
国家技術政策
１０．４％

ＩＴ投資・
IT化戦略
７．５％

生産システム・
ロジスティクス
６．０％

アジア戦略
６．０％

知識経営・
技術ナレッジマネジメント
１０．４％

知財マネジメント
金融工学
４．５％

出所：早稲田大学ビジネススクール
　　　　資料より作成

理論能力と実践能力の融合
・修士論文研究は全員必修
（２年間）
・リアルケーススタディの重視

・所属企業への企画提案
・起業の支援
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早稲田大学（WBS）

③修了と資格
早稲田MOT学生（平均年齢36.5歳）のプロファイル

２００３年度早稲田ＭＯＴ入学生出身組織

単位：％　母数６０人

ＩＴ系大企業
２０％

ベンチャー・中小企業
１６．７％

製造系大企業

１５％

外資系企業

１３．３％

金融・商社
１０％

公益企業・
公的機関
８．３％

早稲田大学院
その他
１５％特許事務所

１．７％

注記：出願時の所属組織

出所：早稲田大学ビジネススクール資料より
　　　　作成

平均年齢：３６．５歳

多様性を活用したと創造と実践
・実務経験豊富な管理職・中堅幹部
・ベンチャー起業家
・公的研究機関の研究者

・非技術系人材の参加

技術経営学修士（ＭＢＡ in TM）
・MBA/MOT院生の交流による文理融合
型取り組みの実践

修了後の活躍
・所属企業での新企画の実践
・企業内異動・昇進
・起業あるいはベンチャー幹部
・ＭＯＴ同窓会のネットワーク活用


